
平成 26 年度 事業計画

１．事業推進のとらえ方と重点目標

公益社団法人として二年目を迎える本会は、地域社会からの薬剤師に対する期待に応

える大きな責務があることをまず認識なければなりません。

特に重要課題は 2025 年を目途に進められている「社会保障制度と税の一体改革」への

対応であります。

調剤報酬改定、医療・介護制度改革、消費税の対応等薬剤師の今後に大きな影響を及

ぼす改革が進められています。

医療においては、少子高齢社会に対応し病院完結から地域完結への移行が図られてい

る。チーム医療、地域医療を認識した事業計画を推進しなければなりません。

特に在宅医療・介護においては、多職種との連携、地域包括ケアへの関わりが重要で

あります。地域支部活動のより以上の活性化を目指さなければなりません。

また、病院から在宅へと一貫性のある薬物療法（シームレスな医療提供）を実現する

ためには、病院・開局薬剤師の情報共有を含む連携強化も急務であります。

そして、地域の健康づくりを目指すセルフメディケーションの推進拠点として、薬局･

薬剤師の活用が「日本再興戦略」の中に明記され、まさに国策となりました。

従来より、地域住民の健康寿命の延伸を図るため、健康情報提供拠点として、その職

能を十分発揮することが求められていました。

今年度は、益々会員各位の英知を結集し、本会活動をより一層レベルアップするため

に、諸事業を行うことを念願するものであります。

重点目標

１）薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業

薬局を地域に密着した健康情報拠点として、薬剤師による一般用医薬品等の適正な使

用に関する助言や健康に関する相談、情報提供等、セルフメディケーションの推進、及

び処方箋応需、在宅医療等の取り組みを推進する。

２）しっかり服薬推進事業

居宅療養している高齢者などのくすりの飲み忘れや理解不足などによる残薬の解消し

正しい服薬のための一包化等の提案などを通してより有効な薬物療法が行われるよう事

業を推進する。

３）在宅･介護医療推進事業

今後、進展する在宅・介護医療に対する役割を果す一員として、県内二箇所に設置さ

れた「無菌調剤室」実習を進め、共同利用システムを確立し、各地域に於ける在宅･介護

医療への対応を推進する。



４）薬剤師災害支援活動推進事業

地域と連携した災害医療活動を行うための事前準備を整えることを目的とし、県内各

支部に設置された「災害拠点薬局」機能の充実と連携について周知徹底をする。

５）自殺・うつ病等に対する医療等支援体制強化事業

自殺未遂者の背景にうつ病などの精神疾患があるという事実を踏まえ、うつ病などの

早期発見・早期治療の促進を目的にゲートキーパーとしての資質向上に努める。

６）薬剤師生涯学習事業の支援並びに日薬 JPALS 加入促進

薬剤師の生涯学習への取り組みを推進するため、日薬 JPALS への登録を推進し、更な

る段階への挑戦を支援する。

７）薬・薬・薬連携強化・活性化推進事業

病院･開局薬剤師相互の業務内容について理解を深めるため連携を強化する。また薬学

教育においては大学当局薬剤師との連携強化をさらに推進する。

８）薬学生薬局実務実習受入支援事業

現行の薬局受入体制を維持･支援するとともに、平成 27年度から始まる新薬学教育カ

リキュラムへの対応を検討し、県内大学や北陸地区調整機構と連携を深める。

９）後発（ジェネリック）医薬品使用促進事業

新たな国の目標が数量ベース 60％以上と示されたことを受けて、適正な業務の実践と

患者啓発等の事業を推進する。

10）青年薬剤師育成事業

平成２６年度に青年薬剤師部会を創設し、これを育成強化することにより会員活動の

更なる活性化を図る。

11）第６４回全国学校薬剤師金沢大会の開催

平成 26年 11 月 6日（木）ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢

12）第５１回日本薬剤師会学術大会（金沢）の開催準備

  平成 30 年 9 月 23 日（日）24日（月祝）石川県立音楽堂など

２．主要事業の概要



１）適正な医薬分業（面分業）の推進と質的向上の推進

（１）面分業推進の支援

（２）「かかりつけ薬局・薬剤師」機能促進事業推進

（３）医薬分業計画フォローアップ事業（第1３年度）

（４）広域病院の院外処方箋応需体制の整備

（５）石川県医薬分業推進会議の開催

（６）支部別分業推進活動の育成・支援

２）薬局･薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業の推進

（１）地域住民の方々が身近で気楽に健康に関する専門的支援・相談が受けられる健康

相談拠点づくりの推進

（２）病気の予防や重症化防止のため、フィジカルアセスメントの研修会の開催

（３）薬局における自己検査の支援、一般用検査薬充実の推進

（４）薬事法、薬剤師法改正に伴う医薬品販売制度への対応

３）しっかり服薬推進事業の推進（第２年度）

   在宅介護のヘルパーに対して、「しっかり服薬」の理解促進を図り、在宅での適正な

服薬を推進する。

（１）かかりつけ薬局機能の周知

（２）ホームヘルパー協議会等と連携し、在宅介護のヘルパーを対象としたしっかり服

薬マニュアルを作成

（３）上記マニュアルを使った研修会の開催

（４）在宅介護を実施している家族向けのしっかり服薬リーフレットを作成･配布

４）在宅･介護医療推進事業の推進

（１）在宅医療連携システム推進事業の推進（第５年度）

（２）「健康介護まちかど相談薬局」事業の推進

（３）介護関連他職種との連携

（４）無菌調剤施設の会員による共同利用の開始

５）薬剤師災害支援活動推進事業の推進

（１）薬局ＢＣＰ（事業継続計画）の策定と周知徹底

（２）「災害拠点薬局」を中心とした災害医療活動を見据えた実地研修の開催

６）自殺・うつ病等に対する医療等支援体制強化事業の推進



（１）向精神薬過量服薬リスク未然防止事業の継続

（２）ゲートキーパーとしての資質向上、心のケアに関するスキル向上を目的とした研

修会の開催

７）薬剤師生涯学習支援事業の推進

（１）日薬ＪＰＡＬＳヘの登録並びにポートフォリオ（研修実践記録）提出の推進

（２）認定薬剤師研修制度(G08)プロバイダー事業の推進

（３）新規「薬剤師プロフェッショナルスタンダード（PS）講座」の開始

（４）薬剤師生涯学習に関わる研修会の支援並びに認定薬剤師登録申請の推進

（５）各種学会・学術講演会等の主催・共催並びに後援

（６）石川県薬剤師研修協議会(日本薬剤師研修センターの地域支援組織)の運営

（７）日本薬剤師会・日本薬剤師研修センター等の斡旋図書の紹介

８）薬局・病院薬剤師連携強化の推進

（１）各種研修会の参加交流

９）薬学生薬局実務実習受入支援事業の推進

（１）薬学生の薬局実務実習受入薬局の支援

（２）北陸地区病院・薬局実務実習調整機構委員会への参加

（３）認定実務実習指導薬剤師の養成事業の推進

（４）新薬学教育モデル･コアカリキュラム(平成 27 年開始)の検討と対応

10) 後発（ジェネリック）医薬品使用促進事業の推進

  医療制度改革の中で、患者負担の軽減と県民の医療費の節減に資するため、ジェネリ

ック医薬品普及の課題と対応策を検討し、使用促進の環境整備を図る。

（１）ジェネリック医薬品の安全性、有効性データの収集、医療機関、薬局等への情報

提供

（２）消費者に対する普及啓発セミナー開催、医薬品製造工場見学会の実施

11）支部・職域部会等の活動強化育成事業の推進

（１）支部組織活動の活性化支援

（２）各種職域部会の活動助成

12）学校保健活動の推進

（１）学校薬剤師部会の強化・育成を図る



（２）学校の保健管理・健康教育・環境衛生検査の充実

13）薬物乱用防止運動の推進

（１）薬物乱用防止活動の推進

石川県薬物乱用防止指導員制度への協力

（２）アンチ・ドーピングの取り組み

   ドーピング防止ホットラインの設置

   アンチ･ドーピングに係る教育･啓発事業

（３）禁煙運動啓発推進

14）青年薬剤師育成事業の推進

（１）青年薬剤師部会の創設･育成

15）第 64 回全国学校薬剤師大会（金沢）の開催

（１）開催準備委員会の設立と準備活動の万全

16）第 51 回日本薬剤師会学術大会（金沢）の開催準備

（１）日本薬剤師会学術大会準備室（仮称）の開設

17）保険（医療・介護）業務向上施策の推進

（１）保険業務適正化の推進

（２）保険調剤業務の個別相談・指導

（３）保険薬局個別・集団指導の立会並びに助言

18）薬局センター事業支援の推進

（１）無菌調剤室の共同利用

（２）南加賀急病センター事業参加支援

19）薬局業務強化・育成施策の推進

（１）医薬品販売制度対策事業の推進

（２）薬局等開設相談所業務の協力

（３）ＤＥＭ並びに医薬品・医療機器等安全性情報制度への参加促進

20）医薬品品質検査事業の推進



（１）「医薬品試験検査実施要項」に基づく計画的検査の実施

（２）医薬品品質管理事業推進

21）備蓄医薬品安全管理事業の推進

（１）「e薬あんしん管理システム室」の運用推進

（２）｢e薬.com システム｣の普及促進

22）薬事センター事業の推進

（１）医薬品等情報提供事業の推進

（２）「薬相談室」の設置

（３）医薬情報検索・データーベースの充実・収集・処理の推進

（４）石川県薬剤師会ホームページの充実

23）子ども健康サポート薬局推進事業の推進

（１）事例集（Ｑ＆Ａ）の作成及びホームページへの掲載

24）広報活動の推進

（１）「県薬レポート」の編集発刊

25）石川県薬剤師会検査センター事業の推進

（１）新規需要に対応する施設の拡充

（２）技能研修と精度管理の推進及び機器整備

26）休日・夜間地域薬局確保対策事業の推進

（１）休日・夜間当番薬局制度の整備拡充

27）「くすりと健康」アドバイザリー体制の推進

（１）県民健康啓発講座（心と体の健康とくすり講座）の開催

（２）地区別「医薬分業啓発教室」開催推進

（３）地域における健康教育などへの開催協力、講師派遣

（４）「薬と健康の週間」実施

（５）「健康フェスタいしかわ」協賛

28）高度管理医療機器等販売業等に係る継続研修事業の推進



（１）継続研修会の開催

29) その他の事業

（１）会員増強対策の推進

（２）石川県保険薬局協同組合の助成

（３）独立行政法人医薬品医療機器総合機構に関する業務受託

（４）石川県薬剤師会功労者表彰の実施

（５）日薬共済制度・薬剤師賠償責任保険制度・薬剤師年金制度・日薬国民年金基金制

度・薬剤師個人情報漏洩保険制度等への加入促進


